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すべての子どもたちに自然と触れ合う体験を
市内の幼児教育の現場では地域にあったさまざまな形で自然保育が実践され
ています。安曇野の自然が創りだす学びの環境を探ります。

子
ど
も
た
ち
の

「
人
生
の
根
っ
こ
」
を
育
む

子
ど
も
の
成
長
に
お
い
て
、「
自

己
肯
定
感
や
主
体
性
」、「
好

奇
心
や
想
像
力
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
や
共
感
力
」、「
忍
耐
力

や
自
立
心
」、「
健
康
な
身
体
と
体

力
」
な
ど
が
十
分
に
育
ま
れ
る
た
め

に
は
、
子
ど
も
の
感
覚
が
豊
か
に
刺

激
さ
れ
る
「
直
接
体
験
」
が
重
要
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。　

こ
の
直
接
体
験
は
、
自
然
の
中
で

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
の
感
性
で
思
い

き
り
遊
ん
だ
り
、
自
然
の
恵
み
を
使

っ
た
工
作
や
動
植
物
観
察
な
ど
を
す

る
「
自
然
体
験
」
と
、
伝
統
文
化
に

触
れ
た
り
、
地
域
と
の
交
流
等
を
通

じ
て
暮
ら
す
力
を
育
む「
生
活
体
験
」

の
両
方
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
の
住
む
信
州
に
は
、
こ
の

２
つ
の
「
直
接
体
験
」
が
経
験
で
き
、

幼
児
期
の
学
び
と
し
て
重
要
な
「
五

感
」
を
研
ぎ
澄
ま
す
こ
と
の
で
き
る

恵
ま
れ
た
環
境
が
あ
り
ま
す
。

子
育
て
と
教
育
を
考
え
る

首
長
の
会
を
本
市
で
開
催

地
域
社
会
に
お
け
る
子
育
て
と

教
育
に
つ
い
て
考
え
合
う
首

長
の
会
が
主
催
す
る
「
第
10
回
記
念

研
究
会
」
が
10
月
4
日
・
5
日
に
開

か
れ
、
自
治
体
の
首
長
ら
が
全
国
各

地
か
ら
集
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
自
然
保
育
」。

１
日
目
の
基
調
講
演
で
は
、
明
科
の
野

外
保
育
施
設
「
響き
ょ
う
い
く育の
山
里
く
じ
ら

雲
」
代
表
の
依
田
敬
子
さ
ん
が
、
園

児
た
ち
の
活
動
に
つ
い
て
映
像
を
交
え

て
紹
介
し
、
一
般
市
民
を
含
む
１
６
０

人
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
響
育
の
山
里
く
じ
ら

雲
、
西
穂
高
・
上
川
手
認
定
こ
ど
も

園
の
現
地
視
察
や
、
記
念
講
演
と
し

て
タ
レ
ン
ト
の
清
水
国
明
さ
ん
（
河

口
湖
自
然
楽
校
楽
校
長
）
を
講
師
に

迎
え
、
自
然
体
験
活
動
が
子
ど
も
た

ち
に
も
た
ら
す
影
響
な
ど
に
つ
い
て

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
信
州
や
ま
ほ
い
く
」っ
て
？

長
野
県
で
は
、
全
国
に
先
駆
け

て
「
自
然
保
育
」
の
普
及
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。「
自
然
保

育
」
と
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
と
多

様
な
地
域
資
源
を
活
用
し
、
屋
外
を

中
心
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動

を
、
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
保
育
や

幼
児
教
育
の
こ
と
で
す
。

安
曇
野
市
で
も
、
公
立
の
す
べ
て

の
認
定
こ
ど
も
園
と
野
外
保
育
の
認

可
外
保
育
施
設
が
、
自
然
保
育
に
積

極
的
に
取
り
組
む
園
と
し
て
県
の
認

定
を
受
け
て
い
ま
す
。（
図
１
）

ス
ポ
ー
ツ
庁
が
発
表
し
た「
体
力
・

運
動
能
力
調
査
」に
よ
る
と（
図
2
）、

外
遊
び
な
ど
で
幼
児
期
に
体
を
動
か

す
こ
と
は
、
小
学
校
で
の
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
の
習
慣
に
つ
な
が
っ
て
い
る

こ
と
が
、
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

近
年
、
保
育
・
幼
児
教
育
分
野
を

中
心
に
自
然
保
育
に
関
す
る
研
究
が

増
え
つ
つ
あ
り
、
幼
児
期
の
多
様
な

体
験
が
、
そ
の
後
の
学
力
・
運
動
能

力
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が

広
く
知
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
森
と

自
然
を
活
用
し
た
幼
児
教
育
へ
の
関

心
が
全
国
的
に
も
高
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。

安
曇
野
の
豊
か
な

自
然
に
抱
か
れ
育
つ

特集◎
自然保育の魅力って？

1日以下

2～3日

4～5日

週に6日以上

46 48 50 52

女子 男子

54 56 58 60点

スポーツ庁調べ（資料引用：朝日新聞社）

【図２】小学校入学前の外遊びと 10 歳児の体力テストの関係

【図 1】

信州やまほいく（信州型自然保育認定制度）とは
保育所・幼稚園・認定こども園・認可外保育施設・野外保育団体など公立私立問わず、
さまざまな団体が参加し学びあう、全国初の自然保育の認定制度。平成 27 年に県が創
設し、24 項目の認定基準を設ける。信州ならではの特徴的な保育・幼児教育環境を人
材育成・財政補助・情報発信の観点から支援する仕組み。

◇特化型認定　（響育の山里くじら雲・保育室くまのこ）

質、量ともに自然保育に重点を置いている団体　屋外体験が１週間で合計 15 時間以上

◇普及型認定（公立認定こども園・野外保育森の子・自由保育所「ひかりの子」）

他のプログラムと併せて自然保育にも積極的な団体　屋外体験が１週間で５時間以上

園舎裏山で遊ぶ子どもたち
（上川手認定こども園）
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